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F
u
rch
g
ott

（
１
９
９
８
年
ノ
ー
ベ
ル
医

学
生
理
学
賞
受
賞
者
）
ら
に
よ
り
１
９
８
０

年
に
内
皮
由
来
血
管
弛
緩
因
子
（
Ｅ
Ｄ
Ｒ
Ｆ
）

が
発
見
さ
れ
、
後
に
そ
れ
が
一
酸
化
窒
素

（
Ｎ
Ｏ
）
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ

と
が
契
機
と
な
り
、
生
体
内
で
産
生
さ
れ
る

新
し
い
細
胞
間
情
報
伝
達
物
質
と
し
て
の
Ｎ

Ｏ
に
関
す
る
研
究
が
世
界
中
で
盛
ん
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

Ｎ
Ｏ
の
循
環
作
用
、
特
に
そ
の
強
力
な
血

管
拡
張
作
用
は
そ
れ
以
前
か
ら
知
ら
れ
て
い

て
、
１
８
７
９
年
以
来
狭
心
症
の
治
療
薬
と

し
て
広
く
臨
床
応
用
さ
れ
て
き
た
ニ
ト
ロ
グ

リ
セ
リ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
ニ
ト
ロ
系
血
管

拡
張
薬
の
冠
動
脈
拡
張
作
用
は
、
こ
の
薬
物

が
血
管
壁
に
存
在
す
る
酵
素
に
よ
っ
て
代
謝

さ
れ
る
過
程
で
、
含
有
す
る
ニ
ト
ロ
基
あ
る

い
は
ニ
ト
ロ
ソ
基
か
ら
Ｎ
Ｏ
が
遊
離
さ
れ
、

そ
れ
が
血
管
平
滑
筋
細
胞
の
可
溶
性
グ
ア
ニ

ル
酸
シ
ク
ラ
ー
ゼ
を
活
性
化
し
、
サ
イ
ク
リ

ッ
ク
Ｇ
Ｍ
Ｐ
の
産
生
増
加
を
介
し
て
血
管
を

弛
緩
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
後
の
研
究
で
、
循
環
系
だ
け
で
な
く
、

神
経
系
、
免
疫
系
の
各
分
野
に
お
い
て
内
因

性
Ｎ
Ｏ
が
重
要
な
生
理
機
能
に
関
与
す
る
と

共
に
、
過
剰
に
産
生
さ
れ
た
場
合
に
は
種
々

の
病
態
に
関
与
す
る
こ
と
が
分
か
り
、
Ｎ
Ｏ

の
も
つ
二
面
性
が
各
々
の
分
野
で
明
ら
か
に

な
っ
た
。

生
体
内
で
Ｎ
Ｏ
を
産
生
す
る
Ｎ
Ｏ
合
成
酵

素
（
Ｎ
Ｏ
Ｓ
）
に
は
、
細
胞
内
カ
ル
シ
ウ
ム

濃
度
の
上
昇
に
よ
り
活
性
化
さ
れ
る
構
成
型

Ｎ
Ｏ
合
成
酵
素
（
ｃ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
）
と
、
病
的
刺

激
で
誘
導
さ
れ
る
誘
導
型
Ｎ
Ｏ
合
成
酵
素

（
ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
）
の
２
種
類
が
あ
り
、
ｃ
Ｎ
Ｏ

Ｓ
に
は
主
と
し
て
血
管
内
皮
細
胞
に
あ
る
ｅ

Ｎ
Ｏ
Ｓ
と
神
経
細
胞
に
あ
る
ｎ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
が
あ

る
。一

般
に
、
Ｎ
Ｏ
の
生
体
保
護
作
用
（
臓
器

血
流
の
維
持
、
血
小
板
凝
集
の
抑
制
、
抗
動

脈
硬
化
作
用
、
シ
ナ
プ
ス
可
塑
性
、
神
経
伝

達
、
記
憶
・
学
習
な
ど
）
は
ｃ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
に
よ

り
産
生
さ
れ
る
少
量
の
Ｎ
Ｏ
に
よ
り
維
持
さ

れ
、
そ
の
生
体
障
害
作
用
（
エ
ン
ド
ト
キ
シ

ン
シ
ョ
ッ
ク
、
神
経
細
胞
死
、
細
胞
毒
性
、

炎
症
な
ど
）
は
ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
に
よ
り
産
生
さ
れ

る
大
量
の
Ｎ
Ｏ
に
よ
り
生
じ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
Ｎ
Ｏ
が
関
与
す
る

病
態
は
、
図
１
に
示
す
よ
う
に
生
理
作
用
に

関
与
す
る
ｃ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
由
来
の
Ｎ
Ｏ
の
機
能
低

下
と
ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
で
産
生
さ
れ
る
過
剰
の
Ｎ
Ｏ

に
よ
る
細
胞
障
害
に
大
別
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
内
因
性
Ｎ
Ｏ
の
多
彩
な
生
物

作
用
を
医
学
に
応
用
し
、
薬
物
治
療
に
生
か

す
試
み
が
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
な
さ
れ
て
い

る
。
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滋
賀
医
科
大
学
薬
理
学
講
座
で
は
、
Ｅ
Ｄ

Ｒ
Ｆ
と
し
て
の
Ｎ
Ｏ
だ
け
で
な
く
、
独
自
に

神
経
伝
達
物
質
と
し
て
の
Ｎ
Ｏ
の
機
能
的
な

研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
結
果
、
ｎ

Ｎ
Ｏ
Ｓ
は
中
枢
神
経
以
外
に
も
末
梢
神
経
に

も
存
在
し
、
血
管
、
消
化
管
、
気
管
、
尿
路

系
、
陰
茎
海
綿
体
な
ど
を
支
配
す
る
神
経
の

伝
達
物
質
と
し
て
は
た
ら
い
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
て
き
た
。
血
管
や
尿
路
系
で
は
ノ
ル

ア
ド
レ
ナ
リ
ン
作
動
性
神
経
と
、
消
化
管
や

気
道
系
で
は
コ
リ
ン
作
動
性
神
経
と
、
そ
れ

ぞ
れ
生
理
的
な
拮
抗
作
用
を
示
し
、
平
滑
筋

の
緊
張
性
調
節
機
構
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。

特
に
脳
動
脈
、
消
化
管
括
約
筋
や
陰
茎
海
綿

体
で
は
主
要
な
支
配
神
経
と
し
て
、
そ
の
平

滑
筋
を
拡
張
性
に
調
節
し
て
い
る
。
こ
の
よ

ｃ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
由
来
の
Ｎ
Ｏ
の
働
き

ｃ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
由
来
の
Ｎ
Ｏ
の
作
用
は
、
循
環
器
系
に
お
い
て
最
も
良
く
理
解
が
進

ん
で
い
る
。
瞬
時
の
循
環
調
節
作
用
と
持
続
的
な
抗
動
脈
硬
化
作
用
が
あ
り
、
生

体
機
能
を
循
環
面
か
ら
正
常
に
維
持
す
る
た
め
に
は
必
須
の
物
質
で
あ
る
。
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一酸化窒素（ＮＯ）の
治療への応用

Ｎ
Ｏ
の
作
用
と
そ
の
二
面
性

生
体
内
で
作
ら
れ
る
Ｎ
Ｏ
に
は
構
成
型
Ｎ
Ｏ
合
成
酵
素
（
ｃ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
）

と
誘
導
型
Ｎ
Ｏ
合
成
酵
素
（
ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
）
由
来
の
２
種
類
が
あ
り
、
重

要
な
生
理
機
能
に
関
与
す
る
と
と
も
に
、
過
剰
に
作
ら
れ
た
場
合
に
は

病
的
な
状
態
を
引
き
起
こ
す
と
い
う
二
面
性
が
あ
る
。
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う
な
神
経
は
こ
れ
ま

で
非
ア
ド
レ
ナ
リ
ン

性
非
コ
リ
ン
性
（
Ｎ

Ａ
Ｎ
Ｃ
）
神
経
と
呼

ば
れ
て
い
た
が
、
そ

の
多
く
が
Ｎ
Ｏ
を
伝

達
物
質
と
す
る
神
経

で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
、
最
近
で
は
Ｎ
Ｏ

作
動
性
神
経
と
呼
ば

れ
て
い
る
。

一
方
、
ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
か
ら
産
生
さ
れ
る
Ｎ
Ｏ

は
Ｅ
Ｄ
Ｒ
Ｆ
と
し
て
血
管
を
拡
張
す
る
と
共

に
血
小
板
の
凝
集
や
白
血
球
の
接
着
を
抑
制

す
る
こ
と
か
ら
、
微
小
循
環
の
維
持
お
よ
び

臓
器
血
流
量
や
血
圧
の
調
節
に
関
与
す
る
と

考
え
ら
れ
る
。

Ｎ
Ｏ
は
ラ
ジ
カ
ル
の
性
質
を
持
つ
脂
溶
性

の
気
体
で
あ
る
た
め
、
そ
の
空
間
的
な
移
動

は
拡
散
で
あ
り
、
酸
化
に
よ
る
代
謝
を
受
け

る
前
に
到
達
で
き
る
細
胞
は
産
生
部
位
（
細

胞
）
の
近
傍
に
限
定
さ
れ
る
。
ま
た
Ｎ
Ｏ
は

ヘ
ム
（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
な
ど
の
分
子
の
構
成

要
素
）
に
対
し
て
強
い
親
和
性
を
も
つ
こ
と

か
ら
、
内
皮
か
ら
血
管
内
腔
へ
放
出
さ
れ
た

Ｎ
Ｏ
は
産
生
細
胞
周
辺
で
は
作
用
す
る
が
、

直
ち
に
赤
血
球
内
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
に
吸
着

さ
れ
て
活
性
を
失
う
た
め
、
遠
隔
地
で
は
機

能
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｎ
Ｏ
の
吸
入
療
法
は
こ
の
性
質
を
利
用
し

た
も
の
で
、
Ｎ
Ｏ
が
到
達
す
る
気
道
や
肺
血

管
だ
け
を
拡
張
し
、
決
し
て
血
液
を
介
し
て

全
身
性
に
作
用
す
る
こ
と
は
な
い
た
め
、
全

身
血
圧
の
低
下
な
ど
を
引
き
起
こ
す
こ
と
な

く
肺
高
血
圧
症
な
ど
の
重
症
呼
吸
不
全
に
劇

的
な
効
果
を
示
す
治
療
法
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
る
。

ｃ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
由
来
の
Ｎ
Ｏ
に
は
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
な
循
環
調
節
作
用
と
持
続
的
な
抗
動
脈

硬
化
作
用
が
あ
り
、
生
体
機
能
を
循
環
面
か

ら
正
常
に
維
持
す
る
た
め
に
は
必
須
の
物
質

と
考
え
ら
れ
る
。
ｃ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
由
来
の
Ｎ
Ｏ
の

機
能
が
低
下
す
る
と
、
血
管
攣
縮
（
ス
パ
ス

ム
）、
高
血
圧
、
動
脈
硬
化
な
ど
の
病
態
を

生
じ
や
す
く
な
る
。
実
際
、
動
脈
硬
化
の
危

険
因
子
で
あ
る
高
脂
血
症
、
喫
煙
、
高
血
圧
、

糖
尿
病
な
ど
の
患
者
で
ｃ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
由
来
の
Ｎ

Ｏ
の
機
能
低
下
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

誘
導
型
酵
素
で
あ
る
ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
は
、
免
疫

を
担
当
す
る
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
や
白
血
球
、

血
管
の
平
滑
筋
細
胞
、
中
枢
神
経
系
の
グ
リ

ア
細
胞
等
で
誘
導
さ
れ
る
。
ｃ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
と
は

異
な
り
通
常
は
酵
素
活
性
は
認
め
ら
れ
な
い

が
、
サ
イ
ト
カ
イ
ン
や
細
菌
毒
等
の
刺
激
を

受
け
る
と
、
酵
素
タ
ン
パ
ク
質
が
誘
導
さ
れ
、

ｃ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
に
比
べ
て
１
０
０
０
倍
以
上
に
当

た
る
大
量
の
Ｎ
Ｏ
が
作
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

免
疫
担
当
細
胞
が
産
生
す
る
Ｎ
Ｏ
に
よ
る
殺

菌
作
用
は
、
誘
導
型
Ｎ
Ｏ
合
成
酵
素
を
介
し

て
い
て
も
生
体
保
護
作
用
と
見
な
す
こ
と
が

で
き
る
。
し
か
し
、
大
量
に
作
ら
れ
た
Ｎ
Ｏ

は
著
し
い
血
管
平
滑
筋
の
弛
緩
と
透
過
性
の

増
大
に
よ
っ
て
、
シ
ョ
ッ
ク
を
引
き
起
こ
す

ほ
か
、
心
筋
や
血
管
壁
を
傷
つ
け
る
原
因
と

な
る
。
中
枢
神
経
系
に
お
い
て
は
神
経
細
胞

死
が
誘
発
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
と
の
関
連
も
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

以
前
か
ら
１
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
ｉ

Ｎ
Ｏ
Ｓ
活
性
を
選
択
的
に
阻
害
す
る
薬
物
の

開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在

ま
で
に
造
ら
れ
た
Ｎ
Ｏ
Ｓ
阻
害
剤
は
、
生
理

的
に
重
要
な
ｃ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
と
病
態
に
関
与
す
る

と
考
え
ら
れ
る
ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
を
共
に
抑
え
て
し

ま
う
こ
と
か
ら
、
残
念
な
が
ら
臨
床
応
用
に

は
至
っ
て
い
な
い
。

他
方
、
上
述
し
た
外
因
性
Ｎ
Ｏ
供
与
体
で

あ
る
ニ
ト
ロ
系
血
管
拡
張
薬
（
狭
心
症
治
療

薬
）
の
ほ
か
、
ｃ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
由
来
の
Ｎ
Ｏ
機
能

の
低
下
を
改
善
す
る
薬
剤
に
つ
い
て
は
す
で

に
臨
床
応
用
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。（
図

２
参
照
）
今
話
題
の
バ
イ
ア
グ
ラ
は
、
陰
茎

海
綿
体
に
特
異
的
に
分
布
す
る
サ
イ
ク
リ
ッ

ク
Ｇ
Ｍ
Ｐ
の
分
解
酵
素
を
阻
害
し
て
、
こ
の

部
分
に
多
く
分
布
す
る
Ｎ
Ｏ
作
動
性
神
経
か

ら
遊
離
さ
れ
た
Ｎ
Ｏ
の
作
用
を
強
め
る
こ
と

に
よ
り
、
海
綿
体
平
滑
筋
の
弛
緩
を
増
強
す

る
薬
剤
で
あ
る
。
１
２
０
年
以
上
の
歴
史
が

あ
る
ニ
ト
ロ
グ
リ
セ
リ
ン
と
開
発
さ
れ
て
間

も
な
い
バ
イ
ア
グ
ラ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
外
因
性

お
よ
び
内
因
性
の
Ｎ
Ｏ
ー
サ
イ
ク
リ
ッ
ク
Ｇ

Ｍ
Ｐ
系
亢
進
薬
の
代
表
で
あ
る
と
い
う
の
も

興
味
深
い
。

し
か
し
、
将
来
開
発
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
ｉ

Ｎ
Ｏ
Ｓ
選
択
的
阻
害
薬
を
含
め
、
Ｎ
Ｏ
関
連

薬
剤
の
臨
床
応
用
に
は
、
ま
だ
ま
だ
Ｎ
Ｏ
の

生
物
作
用
に
関
す
る
情
報
と
大
規
模
な
臨
床

試
験
が
必
要
で
あ
る
。

Ｎ
Ｏ
関
連
薬
研
究
の
現
状

Ｎ
Ｏ
関
連
薬
剤
の
治
療
へ
の
応
用
に
は
、
大
量
の
Ｎ
Ｏ
が
作
ら
れ
る
こ

と
で
生
体
障
害
作
用
を
も
た
ら
す
ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
活
性
の
選
択
的
阻
害
薬
と
、

ｃ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
由
来
の
Ｎ
Ｏ
機
能
の
低
下
を
改
善
す
る
薬
剤
が
考
え
ら
れ
る
。
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